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科目名 　子どもの生活と権利

担当者氏名 　昇　慶一

授業方法 講義 単位・必選 2・選択必修 開講年次・開講期 3年・春期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

専門応用-2 豊かな人間性の醸成

専門応用-5 指導・保育の専門性

まず、親子の法律関係や未成年者保護のための法制度を学ぶ。
そのうえで、乳幼児期から青少年期までの子どもの生活と権利
に関わる問題を様々な事例を通して取り上げる。その際、問題
の所在を探り、それが子どもの権利とどのように関係し、その
解決を図る際にどのような点に留意するべきかをレポート、意
見発表、討論等を通じて考えたい。グループワークでは主体
的・積極的な参加が求められる。

なし

自作プリントや資料を適宜配布する。

現代の子どもが生活する上で、どのような問題を抱え、どのよ
うな人権上の課題を抱えているかを、様々な事例を通じて理解
し、考察する。また、その問題解決を図る上での留意点を子ど
もの権利を尊重する立場から考える。 子どもに関わるニュース・新聞記事に、日頃から関心を持つこ

と。

平常点（提出物・受講態度）　30％
期末試験　70％

週 テーマ 学習内容

1
オリエンテーション オリエンテーション、子どもとは、権利・人権とは

2
家庭における子どもの生
活と権利（１）

親子の法律関係

3
家庭における子どもの生
活と権利（２）

親権及び親権者

4
家庭における子どもの生
活と権利（３）

親権者の監督責任、事例検討を通して児童虐待問題の重大性を理解する

5
家庭における子どもの生
活と権利（４）

児童虐待問題の基本的理解

6
家庭における子どもの生
活と権利（５）

児童虐待事件への対応

7
家庭における子どもの生
活と権利（６）

児童虐待防止に向けた国の動向と保育者・教育者の役割

8
学校における子どもの生
活と権利（１）

いじめとは何か、いじめ問題の現状

9
学校における子どもの生
活と権利（２）

いじめに関する理論と防止に向けた取り組み

10
学校における子どもの生
活と権利（３）

いじめ防止対策推進法といじめへの対応

11
学校における子どもの生
活と権利（４）

子どもに対する暴力・体罰問題の現状

12
学校における子どもの生
活と権利（５）

体罰はなぜ問題なのか、体罰防止に向けた国の取り組み

13
子どもの権利条約（１） 子どもの権利条約の概要を学び、子どもの権利をめぐる日本の現状を再考する

14
子どもの権利条約（２） 子どもの権利条約を教育・保育現場に生かす取り組み

15
まとめ 講義全体の振り返り
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